
























































在（1786 年 11 月から 1787 年 2 月まで）から、ナポリ（1787 年 2 月、3 月）を経て、シ


























出すことを心がける。この作業は、11 月 7 日付で「ここに来てみると、まるで大きな学校
にあがったようなもので、一日の課業が多すぎて、それについて報告する勇気が挫けてし
まう」（HA XI, 131）と心中が語られているように、刻苦勉励を要するものである。12 月








ぎ」（HA XI, 175）、「これについて全く何も書くことがない」（HA XI, 175）と冷淡な目が
向けられている。第二次ローマ滞在（1787 年 6 月から 1788 年 4 月まで）の成果である、
「ローマの謝肉祭」（HA XI, 484-515）における民衆の生き生きとした描写は、以降で述べ
る、ナポリ、シチリア滞在のもたらした心境の変化に負うものであると考えられよう(12)。 
ゲーテはナポリに到着した後、1787 年 3 月 5 日付で、「ローマでは何から何まで厳粛一
点ばりであるが、当地では何もかもが陽気で愉快にやっている」（HA XI, 190 f.）と述べ、
同月 16 日付で、「ローマにいると勉強をしたくなるが、ここではただ暮らしを楽しみたい。












る。3 月 16 日付で『タッソー』（1790）の改作に着手したことが報告され、同月 22 日付で
『ヴィルヘルム・マイスターの修行時代』（1795-1796）の執筆にも言及されている。した
がって、「イタリアの生活様式への同化」(15)という指摘はやや過言であり、ゲーテは北方か

























滞在時とは異なり、開放感がもたらした自由な表象に身を委ねている。ただし、3 月 5 日付
でナポリの「満月の絶景」について、「物語ることも描写することもできない」（HA XI, 191）






































































































































































ゲーテの著作からの引用は、Goethe, Johann Wolfgang von: Werke. Hamburger 
Ausgabe in 14 Bänden. München: Deutscher Taschenbuch Verlag 2000 に拠る。同版から
の引用に際しては、HA と略記し、巻数をローマ字で、頁数を算用数字で付記する。邦訳と
して、ゲーテ『イタリア紀行』（全三冊）相良守峯訳 岩波書店 1942 年を参照した。 
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